
５月26日に大久保公民館で行われた「にんじんまつり」。にんじ
んクッキーやにんじんせんべいなどのふるさと産品のほか、植木
や地元野菜の販売、子ども料理教室や昔あそび、おもちゃ病院な
ど、たくさんのイベントが行われました。特に午後のにんじん掘
りは、昨年は雨で中止になっていたこともあり、大人気。60名の
親子や友だち同士が参加し、たくさんのにんじんを掘りました。

にんじん掘りを
体験しました！

大久保にんじんまつり
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「
子
育
て
支
援 

日
本
一
」を
め
ざ
し

ま
ち
づ
く
り
を
展
開

市
長
所
信
表
明

「
子
育
て
先
進
都
市
づ
く
り
」の
推
進

「
大
人
が
飛
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進

　

第
2
は
、大
人
が
飛
躍
す
る
ま
ち
づ

く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
市
政
運
営

に
お
き
ま
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
議

や
町
会
・
各
種
の
団
体
な
ど
、
多
く
の

地
域
人
財
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
時
代
を
迎

え
、地
域
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
方
々
を

は
じ
め
、
地
域
に
眠
っ
て
い
る
人
材

に
、ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
て
い
た
だ
く
の
か
、
ま
た
、
各
種
の

市
民
団
体
や
企
業
、大
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
を
、ど
う
ま
ち
づ
く
り
に
結

び
付
け
て
い
く
の
か
が
、今
後
の
行
政

の
ソ
フ
ト
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、ま
ち
づ
く
り
を
共
に
担
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
今
後
、
文
化
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
さ
ら
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の

団
体
に
対
す
る
支
援
策
を
再
検
討
す

る
と
と
も
に
、市
民
協
働
を
推
進
す
る

体
制
を
強
化
し
、行
政
と
市
民
と
の
信

頼
関
係
を
一
層
強
固
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

習
志
野
の
新
し
い
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
、
ま
た
、
新
た
な
習
志
野
の
顔
を

つ
く
る
た
め
に
も
、あ
ら
ゆ
る
力
を
結

　

第
3
は
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、習
志
野
版
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
第

一
段
階
と
し
て
、近
年
の
税
制
改
正
や
国
民
健

康
保
険
、介
護
保
険
の
保
険
料
や
実
費
負
担
な

ど
の
経
済
的
負
担
の
増
加
へ
の
対
応
と
し
て
、

そ
の
軽
減
に
取
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生

活
を
営
む
た
め
に
、
生
活
を
脅
か
す
リ
ス
ク

を
軽
減
し
、
生
活
の
基
礎
的
な
部
分
を
保
障

す
る
と
い
う
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割

を
達
成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

私
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
制

度
の
再
検
討
に
取
組
む
な
ど
、
さ
ら
な
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
と
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
生
活
安
全
上
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
に
も
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
秋
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
試
験
運
行
を
開
始
す
る
ほ
か
、
市
内
の
公

共
施
設
、
駅
、
ト
イ
レ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、障
害
者
・
児
や
そ
の
ご
家
族
の
地
域

生
活
や
自
立
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、

平
成
18
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
習
志
野

市
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
の
目

標
達
成
に
向
け
た
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、選
挙

期
間
を
通
じ
て
、
改
め
て
、
市
民
の
皆

様
の
市
政
に
対
す
る
期
待
、
そ
し
て
習

志
野
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
き
思
い
に

接
し
、
市
民
の
皆
様
の
熱
き
期
待
に
お

応
え
し
て
い
き
た
い
と
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、地
方
分
権
の
進
展

に
よ
る
自
治
体
の
役
割
の
拡
大
、少
子

高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
る
行
政
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
団
塊
世
代
の
大
量
退

職
、
合
併
問
題
等
、
こ
れ
ま
で
自
治
体

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
4

期
16
年
間
に
お
い
て
、培
っ
て
き
た
経

験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、人
脈
を
最
大
限

に
活
用
し
て
、市
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た「
子
育
て
が
安
心
し
て
で

き
る
ま
ち
」、「
大
人
が
飛
躍
す
る
ま

ち
」、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
」の

実
現
に
向
け
て
、全
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
す
。

　

特
に
、
子
育
て
は
、
未
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、「
子
育
て
支
援　

日
本
一
」を

め
ざ
し
、
市
民
の
誰
も
が
誇
り
に
思

い
、愛
す
る
こ
と
の
で
き
る
習
志
野
を

創
り
あ
げ
る
こ
と
に
、全
身
全
霊
を
傾

注
し
、取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
4
年
間
に
お

い
て
、こ
れ
ら
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の
皆

様
や
議
員
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」を
着
実
に
実
行
し
、
職
員
数

の
削
減
・
債
務
残
高
の
削
減
・
経
常
収

支
比
率
の
改
善
を
図
り
、自
主
自
立
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
再
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

集
し
、
後
世
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
市
内
を
縦

断
す
る
緑
道
で
あ
る
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
よ
り
策
定
し
た
、
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
再

生
実
施
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
ま
で

に
、整
備
を
完
了
さ
せ
、緑
豊
か
な
市
民
共
有

の
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
再
生
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
の
市
政
運
営
に
臨
む
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
き
ま
し
て
、
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携

え
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
、
今
ま
で
以
上
に
、
情
報
開
示
お
よ
び
説
明
責
任

を
き
ち
ん
と
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
こ
の
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら
、
習
志
野
が
持
つ
す
べ
て
の

英
知
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
さ
せ
、
施
策
の
実
行
、
実
現
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進

　

次
に
、
基
本
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

順
次
、申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
第
1
は
、「
子
育
て
支
援　

日
本

一
」の
実
現
を
め
ざ
し
推
進
す
る
、
子

育
て
先
進
都
市
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

習
志
野
市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く

た
め
に
は
、子
育
て
を
地
域
全
体
で
支

え
あ
う
風
土
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、親
子
の

き
ず
な
づ
く
り
の
一
助
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、乳
幼
児
の
心
の
成
長
と
こ
と

ば
を
育
む
絵
本
を
介
し
て「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」に
取
組
む
ほ
か
、
子
ど

も
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化
の
実
施

や
共
働
き
家
庭
へ
の
支
援
、放
課
後
児

童
会
の
充
実
、小
中
学
校
の
全
校
舎
の

耐
震
化
を
含
む
大
規
模
改
造
工
事
な

ど
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
4
月
に
は
、
県
内

初
と
な
る
保
育
一
元
化
の
施
設
で
あ

り
ま
す「
東
習
志
野
こ
ど
も
園
」を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ど
も
園

の
今
後
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
中
に
、
そ
の
整
備
計
画
を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市長所信表明全文は、
市ホームページに掲載しています。
http://www.city.narashino.chiba.jp/
（市トップページ ▼市長室 ▼所信表明）

所信を表明する荒木市長

利用方法
本市ホームページからリンク（パソコンのみ）
またはアドレスを入力
【サイトアドレス】
パソコン➡http://www.active-narashino.com/
携帯電話➡http://www.active-narashino.com/m

就労を希望する人
パソコンや携帯電話のインターネットを利用
して、いつでも簡単に求人情報を閲覧するこ
とができます。
※本サイトは、職業安定法で定める職業紹介
やあっせんを行うものではありません。法
律上、市で受付や回答はできませんので、応
募・求人の掲載内容に関しては、直接事業者
にご連絡をお願いします。

求人をする事業者
“アクティブならしの”から求人情報の登録が
できます。最初に事業者名や住所等の事業者
登録を行い、審査を経てIDとパスワードを取
得してください。その後はいつでも、求人情
報を登録・変更・削除することができます。ま
た、FAXでも登録手続きができます。

ご利用にあたって
●“アクティブならしの”は、利用する皆さん
が｢習志野市求人情報サイト『アクティブな
らしの』利用･運用規約｣に同意することを
前提としています。この規約に同意してご
利用ください。
●“アクティブならしの”が提供する求人情報
は、事業者の責任で掲載しており、市では情
報の内容については責任を負えません。労
働条件等の詳細に関しては、利用者が必ず
確認してください。求人情報の内容に偽り
がある場合は、管理者（市商工振興課）にお
知らせください。
●“アクティブならしの”に求人登録をする事
業者は、職業安定法の定める労働条件の明
示や、労働基準法、最低賃金等を遵守してく
ださい。
●“アクティブならしの”の利用に際して、本
サイトの目的を逸脱した利用、公序良俗に
反する行為・犯罪的行為に結びつく利用を
禁止します。
●求人情報登録・閲覧ともに利用料は無料で
すが、インターネット・携帯電話にかかる通
信料は利用者負担になります。

本市では、求職者の就職支援および事業所の雇用促進を図るため、市内を中心とし
た事業所の求人情報等を提供する求人情報サイト“アクティブならしの”を７月１
日㈰に開設します。市ホームページからもリンクしています。就労を希望する市民、
求人をする事業者は、ぜひご活用ください。 問合せ　商工振興課

求人情報
●市内および市近隣の事業者の求人情報
を提供します。

●最新情報はトップ画面で。職種・雇用
形態などでも検索できます。

お知らせ
●雇用・就労等、労働に関する法改正や各
種情報をお知らせします。

応援
します

市民の就労と事業者の求人
習志野市求人情報サイト
アクティブならしの
　http://www.active-narashino.com/
　http://www.active-narashino.com/m

主な内容

アクティブ
ならしの

登録事業者 利用者
③応募

④面接
　　・
　採用

②情報に
　アクセス

①求人情報
（登録・更新・削除）

【登録方法等の問合せ先】 ㈱エスタ〔業務受託者〕 ☎04（7106）0708  FAX 04（7106）0707

「大人が飛躍するまちづくり」のために

※
平
成
19
年
６
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
第
２
回
定
例
会
で
荒
木
市
長
が
述
べ
た
所
信
表
明
の
要
約
版
で
す
。

こどもセンター（鷺沼）

習
志
野
市
長　

荒あ
ら

木き  

勇い
さ
む

広報習志野　2007.7.1
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広報習志野　2007.7.1

3 習志野市役所
☎（451）1151



社会全体で支える社会全体で支える
介護保険制度介護保険制度

老後の不安を安心に

介護保険は、市町村が保険者となり、40歳以上の人の
保険料などにより、介護が必要な高齢者を社会全体で
支える制度です。今回は、本市の介護保険制度の状況
と、平成19年度の介護保険料について紹介します。

被保険者の状況
　平成19年３月末日現在の
習志野市の人口158,632人（常
住人口）に対し、第１号被保険者
（65歳以上の人）は、27,182人となっており、平成
18年３月末日に比べて1,415人増えています。

要支援・要介護認定状況
　被保険者が、介護保険の各種サービスを受ける
ためには、「要支援」・「要介護」の認定を受ける必
要があります。
　平成19年３月末日現在、3,312人が認定を受け
ています。なお、各要介護度別の状況は 表１のと
おりです。

サービスの利用状況
　平成19年３月における本市被保険者の主な居宅
サービスの利用状況は 表２のとおりです。また、
利用者の内訳としては 表３のとおり居宅利用者が
78.9％、施設利用者が21.1％となっています。

サービス提供事業者の状況
　平成19年４月１日現在、千葉県などの指定を受
けている事業者のうち、本市をサービス提供区域
としている居宅サービス事業者および介護保険施
設の状況は 表４のとおりです。

介護保険の財源割合
　制度を運営するために必要な財源は、公
費と40歳以上の人の保険料で負担していま
す。この財源の負担割合は標準的な負
担割合として、公費２分の１、保険料
２分の１となっています。そのうち、
公費負担は国が全体の25％、県･市
それぞれ12.5％です。
　保険料としての負担割合は、
65歳以上の人の保険料が全体の
19％、40歳～64歳までの人の保険
料が31％です（ 表５ ）。

介護保険
制度の状況

平成19年度の
介護保険料に
ついて

表２ 主な居宅サービスの利用状況
サービスの種類（介護予防含む） 利用人数 利用者全体にかかる利用率
訪問介護 1,057人 48.8％
通所介護 861人 39.7％
福祉用具貸与 753人 34.7％
短期入所 291人 13.4％
通所リハビリテーション 282人 13.0％

表３ 利用人数・費用額
項目 居宅 施設 合計
利用人数
（構成比）

2,167人
（78.9%）

581人
（21.1%） 2,748人

総費用額
（構成比）

254,962千円
（61.3%）

160,635千円
（38.7%） 415,597千円

１人あたりの
費用額 117,657円 276,480円 151,236円

表４ 習志野市をサービス提供区域とする
　　　居宅サービス事業者等

サービスの種類
（介護予防含む）

事業者数
（うち市内事業者）

訪問介護 156（22）
通所介護 68（18）
福祉用具貸与 89（10）
短期入所（生活および療養介護） 61（ 5）
通所リハビリテーション 37（ 1）
訪問看護 6（ 6）
訪問入浴介護 15（ 2）
訪問リハビリテーション 2（ 1）
特定福祉用具販売 76（10）
特定施設入居者生活介護 49（ 3）
認知症対応型通所介護 4（ 3）
認知症対応型共同生活介護 6（ 6）
居宅介護支援 167（29）
介護老人福祉施設 54（ 3）
介護老人保健施設 35（ 1）
介護療養型医療施設 5（ 0）

表１ 要支援・要介護認定状況

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１ 300
283

786
490
532

423
342計363

計447
計558
計519
計822
計297
計306 6

14
36

29
26

24
21

0 200 400 600 800 （単位：人）

■第１号被保険者
（65歳以上）
■第２号被保険者
（40歳～64歳）

総数 3,312人

表５ 介護保険の財源割合

第１号被保険者
（65歳以上）の
保険料　19％

第２号被保険者
（40歳～64歳）の
保険料　31％

市の負担金 12.5％

県の負担金 12.5％

国の負担金 25％
（うち調整交付金 約5％）

介護保険料の納め方
  65歳以上の人（第１号被保険者）
　65歳以上の人の介護保険料は、年金支給の有無、年金
の金額、受給開始時期、種類などにより、①年金からの天
引きの方法（特別徴収）と②納入通知書で納める方法（普
通徴収）に分かれます。
①年金天引きの場合（特別徴収）
【対象者】老齢（退職）年金等が年額で18万円以上の人

（年度途中で65歳になった人および年度途中
で転入した人を除く）

【納　期】介護保険料は、偶数月の年金支給時に天引き
となります。

　４月・６月・８月の保険料は、原則としてその年の２
月時の天引き額と同額を徴収します（仮徴収）。その後、
確定年額保険料から仮徴収額を差し引き、残額を10
月・12月・翌年２月に分割し、徴収します（本徴収）。
②納入通知書で納める場合（普通徴収）
【対象者】●老齢（退職）年金等が年額で18万円未満の人

●老齢福祉年金を受給の人
●年度途中で65歳になった人
●年度途中で転入した人　など

【納　期】毎年７月から翌年の３月までの年９回による
納入となります（便利で安心な口座振替をご
利用ください）。

  40歳～64歳の人（第２号被保険者）
　40歳～64歳の人の保険料は、医療保険料として介護保険
料分を上乗せし、加入している医
療保険者に納められます。
　この場合における保険料の
額はそれぞれの医療保険に
よって算定方法が異なるの
で、加入先の医療保険者より
通知がされます。

　介護保険料は、介護保険制度を運営していく上で介護に要する費用の財源とな
るものです。介護保険料は65歳以上の人（第１号被保険者）と40歳～64歳までの
人（第２号被保険者）では異なります。65歳以上の人は、各市町村がサービスの量
や所得水準をもとに設定し、３年ごとに見直します。平成18年度～20年度の本
市の第１号被保険者の介護保険料は 表６のとおりです。
　平成19年度における個人の介護保険料については、７月初旬に決定し、通知を
送ります。

表６ 平成19年度第１号被保険者介護保険料（年額）
所得
段階 対象者 保険料率の

算定方法
保険料率
（年額）

第１
段階

生活保護受給者および老齢福
祉年金受給者で世帯全員が市
町村民税非課税の人

基準額
×
0.45

19,860円

第２
段階

世帯全員が市町村民税非課税で、
前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下の人

基準額
×
0.50

22,070円

第３
段階

世帯全員が市町村民税非課税
で、第1段階および第2段階に
該当しない人

基準額
×
0.75

33,110円

第４
段階

世帯の誰かに市町村民税が課
税されているが、本人は市町
村民税非課税の人

基準額 44,140円

第５
段階

本人が市町村民税課税で、前
年の合計所得金額が200万円
未満の人

基準額
×
1.25

55,180円

第６
段階

本人が市町村民税課税で、前
年の合計所得金額が200万円
以上700万円未満の人

基準額
×
1.50

66,210円

第７
段階

本人が市町村民税課税で、前
年の合計所得金額が700万円
以上の人

基準額
×
1.75

77,250円

　市では「介護保険料の減免制度」を実
施しています。預貯金や資産といった
一定要件のもと、次のような場合に保険
料が減免されます。
●災害等で資産が著しく損害を受けた場合
●主として生計を維持している人の死亡等で収入が著しく減少した場合
●収入が生活保護基準の1.3倍以下であり生活困窮のため著しく保険料
　納付に支障をきたす場合
　また、利用料については、低所得で生計が困難な人を対象に
社会福祉法人等のサービスを利用したとき、利用者負担額の４
分の１（ただし、老齢福
祉年金受給者は２分の
１）が軽減される「社会
福祉法人等による利用
者負担軽減制度」を実
施しています。いずれ
の制度も、市に申請の
手続きが必要となりま
すので、介護保険課へ
ご相談ください。
　なお、習志野市内で
「社会福祉法人等によ
る利用者負担軽減制
度」を実施している社
会福祉法人等のサービ
ス事業者は、表７ のと
おりです。

介護保険料納付書の様式を変更しました
平成19年度から納入通知書の様式を大幅に変更しました。
銀行、郵便局のATMやコンビニエンスストア等での納付
に対応する準備のため、様式を変更しましたが、平成19年
度はATM、コンビニエンスストア等の利用はできません。
平成20年度からATM、コンビニエンスストア等での納付
を予定しています。支払い方法については税制課へお問
合せください。

お知らせ

本市では、経済的な負担の多くなっている高齢者へ、広く生活全般にわたる経
済的支援を図るため、年額２万５千円の高齢者生活援護給付金を支給します。
詳しくは高齢社会対策課へお問合せください。

高齢者生活援護給付金の
支給がはじまります

※
非
課
税
限
度
額
の
廃
止（
平
成
17
年
度
税
制
改
正
）の
影
響
に
よ
り
介
護
保
険
料
段
階

が
上
が
っ
た
人
は
、
段
階
的
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
保
険
料
率
で
激
変
緩
和
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。

表７ 軽減を実施している市内事業者
サービス
の種類

（介護予防含む）
事業者名

訪問介護 習志野市社会福祉協議会

通所介護

習志野偕生園デイサービスセンター
白鷺園デイサービスセンター
セイワ習志野デイサービスセンター
習志野市立東部
デイサービスセンター
デイサービスセンターあかしや
マイホーム習志野
デイサービスセンター

認知症対応
型通所介護

デイサービスセンターメタセ
マイホーム習志野
デイサービスセンター

短期入所
生活介護

習志野偕生園ショートステイサービス
セイワ習志野
ショートステイサービスセンター
習志野市立養護老人ホーム白鷺園
マイホーム習志野ショートステイ

介護老人
福祉施設

特別養護老人ホーム習志野偕生園
セイワ習志野介護老人福祉施設
特別養護老人ホームマイホーム習志野

問合せ　介護保険課

※「保険料率」は、条例上定める介護保険料のことです。
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みんなで支えあう
国民健康保険
健康な毎日を送ることは私たちみんなの願いです。国

民健康保険（以下、国保）は、加入者がお互いに協力して

保険料を出し合い、万が一の病気やけがの時の医療費

にあてる助け合いの制度です。日本では、すべての人

が必ず何らかの公的医療保険に加入す

ることになっています(国民皆保険

制度）。国保も公的医療保険の一つ

で、市区町村ごとに運営しています。

国
保
に
加
入
す
る
の
は

ど
ん
な
人
？

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
や
そ
の
保
険
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

人
以
外
の
人
は
、年
齢
に
関
係
な
く
、お

住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
保
に
加
入
し

ま
す
。

加
入
の
届
出
が
必
要
な

と
き

●
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

と
き（
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
て

い
な
い
場
合
）

●
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た

と
き

●
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

　

国
保
へ
の
加
入
は
、
こ
う
し
た
事
実

が
発
生
し
た
日
か
ら
で
す
。
届
出
が
遅

れ
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
の
納
付

が
必
要
で
す
。

脱
退
の
届
出
が
必
要
な

と
き

●
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

ま
た
は
そ
の
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た

と
き

●
死
亡
し
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

※
加
入
・
脱
退
の
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
国
保

年
金
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
世
帯
ご
と
に

異
な
り
ま
す

　

保
険
料
は
、
毎
年
の
医
療
費
の
動
向

や
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
所
得
な

ど
に
よ
っ
て
、
市
区
町
村
ご
と
に
計
算

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年
度
や
世
帯

に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

支
払
方
法

〈
現
金
払
い
〉

　

市
役
所
か
ら
７
月
中
旬
に
納
付
書
を

郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
書
に
よ
り
、
お
近
く
の
金
融
機

関
窓
口
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
支
払
の
場
合
、
現
金
の
ほ

か
、口
座
払
い
も
で
き
ま
す
。

〈
口
座
振
替
〉

　

期
限
に
合
わ
せ
て
口
座
か
ら
自
動
的

に
市
役
所
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
な
く
忙
し
い
人
に
も
便

利
で
す
。

　

申
込
み
の
２
か
月
後
か
ら
振
替
開
始

に
な
り
ま
す
。

【
申
込
用
紙
を
置
い
て
あ
る
場
所
】習
志

野
市
内
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
、市
役
所

【
申
込
受
付
場
所
】取
扱
金
融
機
関（
市

外
可
）

※
市
役
所
で
も
お
支
払
い
で
き
ま
す
。

【
申
込
時
に
必
要
な
物
】通
帳
、
通
帳
に

使
用
し
て
い
る
印
鑑
、納
入
通
知
書

※
上
記
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
お
支
払
い
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、
税
制
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
料
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
や

　

コ
ン
ビ
ニ
で
も
支
払
い
可
能
に
！

　

平
成
19
年
度
か
ら
納
付
書
が
変
わ

り
、
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
・
郵
便
局
お

よ
び
市
役
所
の
窓
口
で
し
か
支
払
え
な

か
っ
た
国
民
健
康
保
険
料
が
、
金
融
機

関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
、
新
た
に
支
払
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
で
納
入
し
た
場
合
は
、
納
付
書
に

領
収
印
は
押
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
納

付
書
１
枚
に
つ
き
30
万
円
を
超
え
る
場

合
な
ど
は
、
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
期
限
の
過
ぎ
た
納
付
書
や

汚
れ
て
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い

納
付
書
は
、
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
書
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
一
冊
の
綴
り
で
は
な
く
、
一
枚
ず
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
税
制
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
計
算
の
仕
方

　

保
険
料
は
皆
さ
ん
の
前
年
の
所
得

を
基
に
、
世
帯
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

医
療
分
と
介
護
分（
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人
）を
そ
れ
ぞ
れ
の
料
率
で
計
算

し
、
合
計
し
た
も
の
が
年
間
の
保
険
料

で
す
。

 

９
期
に
分
け
て
納
入
し
て

く
だ
さ
い

　

７
月
中
旬
に
発
送
す
る
納
入
通
知
書

は
、
平
成
19
年
度（
平
成
19
年
４
月
〜
平

成
20
年
３
月
ま
で
）の
１
年
間
を
９
期

に
分
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
納

期
の
保
険
料
は
１
か
月
分
の
額
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
月
中
に
納
入
通
知
書
・

保
険
証
・
高
齢
受
給
者
証

が
届
き
ま
す

●
保
険
料
の
納
入
通
知
書
１
年
分
…
７

月
中
旬

●
保
険
証
…
７
月
中
旬

　

保
険
証
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
員
が

直
接
手
渡
し
を
す
る「
配
達
記
録
郵

便
」で
発
送
し
ま
す
。
留
守
な
ど
で

受
取
り
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
郵

便
局
で
10
日
間
保
管
さ
れ
ま
す
。
そ

の
期
間
を
過
ぎ
る
と
市
へ
戻
さ
れ

ま
す
。

●
高
齢
受
給
者
証（
70
歳
以
上
で
老
人

保
健
適
用
で
な
い
人
）…
７
月
下
旬

　

■保険料の計算方法
医療分（加入者全員） 介護分（40歳以上65歳未満）

所 得 割 ①平成18年中の所得＊　× 　8.5％ ④平成18年中の所得＊　× 　2.0％
＊所得は、総所得金額から基礎控除額（33万円）を引いた後の金額（＝賦課基準額）です

均 等 割 ②世帯の被保険者の人数 × 17,700円 ⑤世帯の被保険者の人数 × 5,100円

平 等 割 ③一世帯につき　　　　　 15,600円 ⑥一世帯につき　　　　　 3,700円

保 険 料 ①＋②＋③＝A（医療分）
最高限度額53万円

④＋⑤＋⑥＝B（介護分）
最高限度額９万円

平成19年度の
国民健康保険料

（19年４月～翌年３月まで）
A（医療分）＋　B（介護分）

問合せ
国保年金課

７
月
は

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
の

切
替
え
月
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
１
４
，１
０
０
円(
平
成
19

年
度
）で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
免
除
制
度
は
、所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
を
納
め
や
す
く
す
る
た
め
、「
全
額
免
除
」と「
４
分
の
１

納
付
」、「
２
分
の
１
納
付
」、「
４
分
の
３
納
付
」が
あ
り
、
全

額
免
除
制
度
と
３
段
階
の
一
部
納
付
制
度
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

昨
年
度
免
除
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
た
人
も
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

30
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
し
た「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」を
希
望
す
る
人
も
７
月
か
ら
更
新
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

一
部
納
付
制
度
は
、
一
部
納
付
額
を
支
払
わ
な
か
っ
た

場
合
、
一
部
免
除
が
無
効
と
な
る
た
め
、
受
給
資
格
期
間

に
含
ま
れ
ず
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
万
が

一
の
時
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

一
部
納
付
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

問合せ
国保年金課　

年金
コーナー

税
制
改
正
に
よ
る
負
担
増
に

対
す
る
経
過
措
置

　

税
制
改
正
に
よ
る
公
的
年

金
等
控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、

今
ま
で
と
同
額
の
年
金
を
受

給
し
て
い
て
も
、
所
得
額
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成

18
年
度
よ
り
保
険
料
の
算
定

方
法
が
、
段
階
的
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
保
険
料
負

担
の
増
え
る
高
齢
者
に
配
慮

し
た
も
の
で
す
。
対
象
と
な
る

人
お
よ
び
算
定
方
法
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
対
象
と
な
る
人
〉

　

平
成
17
年
１
月
１
日
に
お
い

て
65
歳
に
達
し
て
お
り
、
平
成

17
年
度
の
市
県
民
税
の
算
定
に

あ
た
り
、
公
的
年
金
等
控
除
の

適
用
の
あ
っ
た
人
。

保
険
料
は
国
保
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
が
国
保
を
支
え

て
い
ま
す
。
高
齢
化
、
生
活
習
慣
病
の
患
者
の
増
加
、
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
る
と
国
保
の
財
政
を
圧
迫
し
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

年金相談

社会保険労務士が
相談に応じます。
ご利用ください。
■７月11日㈬
■午後１時～４時
■サンロード津田沼
　６階市民相談室

年金収入 公的年金
等控除

公的年金等
特別控除 基礎控除 賦課基準額ー ー ー ＝

経過措置
（軽減される分）

平成19年度➡７万円
平成18年度➡13万円

〈所得割の算定方法〉

広報習志野　2007.7.1

6

広報習志野　2007.7.1

7 習志野市役所
☎（451）1151



　
「
津
田
沼
」は
、
谷
津
の
津
、
久
々

田（
現
・
津
田
沼
）の
田
、
鷺
沼
の
沼

か
ら
つ
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
話
で
す
が
、実
は
違
う
名
前

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

明
治
22
年（
１
８
８
９
）谷
津
・

久
々
田
・
鷺
沼
・
藤
崎
・
大
久
保
新
田

の
５
村
が
合
併
し
て
、
名
前
を
津

田
沼
村
と
し
、こ
れ
が「
津
田
沼
」の

名
前
の
元
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時

の
経
緯
を
記
し
た
当
時
の
郡
役
所

の
記
録『
千
葉
郡
町
村
分
合
取
調
』

の「
新
村
名
選
定
ノ
事
由
」の
と
こ

ろ
に
は
、「
旧
村
名
ノ
内
、
其
一
ヲ
存
ス
ル
ヲ
欲

セ
ス
」「
稍や

や

大
村
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
三
村
名
ヲ
折せ

っ

衷ち
ゅ
う

シ
」津
田
沼
に
決
め
た
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
部
分
を
よ
く
見
る
と
、「
久
々
田
村
ニ
字
菊

田
ノ
地
名
ア
リ
、
著
名
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
其
地
名

ニ
従
ヒ
」と
い
う
文
字
が
、
上
か
ら
赤
線
で
消
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
初
は「
菊
田

村
」に
決
ま
っ
た
も
の
が「
津
田
沼
村
」に
変
更

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
菊
田
村
が
津
田
沼
村
に
変
わ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
理
由
は
書
い
て
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
で
も
名
前
が
も
と
で
合
併
が
ご
破

算
に
な
る
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
久
々
田
以
外
の
村
か
ら
菊
田
村
の
名
前
に

異
議
が
出
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の

地
名
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
菊
田
神
社
が
か
つ
て
久
々
田
大
明
神

と
称
し
て
い
た

こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、菊

田
と
久
々
田
に

は
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、由
来
も
含

め
て
詳
し
い
こ

と
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。「
谷

津
」
は
谷
津
田

の
あ
る
地
形
か
ら
、「
鷺
沼
」も
か
つ
て
白
鷺
が

生
息
す
る
沼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
と
も
に
、
東
京
湾
沿
い
の

沼し
ょ
う

沢た
く（

潟が
た

）が
陸
化
し
た
場
所
が
地
名
の
由
来
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
久
々
田
」は

菊
田
川
沿
い
の
地
形
が
元
に
な
り
、
水
が
潜（
く

ぐ
）る
田
、
ま
た
は「
く
ご
」（
崖が

け

ま
た
は
植
物
名
）

が「
く
ぐ
」に
転て

ん

訛か

し
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
36
年（
１
９
０
３
）、
津
田
沼
村
は
津
田

沼
町
と
な
り
、
や
が
て
昭
和
29
年（
１
９
５
４
）

習
志
野
市
と
な
り
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
津
田
沼
」と
い
う
地
名
も
駅
名
や
高
校
の
名

前
な
ど
に
使
わ
れ
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
も
し
か
す
る
と「
菊
田
駅
」や「
菊
田

高
校
」に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
考
文
献
：

「
千
葉
市
原
郡
に
お
け
る
町
村
分
合
事
業
」

（
三
浦
茂
一「
千
葉
い
ま
む
か
し
」15
）

『
千
葉
県
町
村
合
併
史
』

No.99

　
　
　
　
　

  

「
津
田
沼
」誕
生
物
語 
│
津
田
沼
・
菊
田
・
久
々
田

教育委員会社会教育課

習
志
野
の
地
名
❷

国鉄（現JR）津田沼駅北口のようす（昭和30年代）

参議院議員
通常選挙
投票日 ７月29日㈰（予定）
午前７時～午後８時

この一票 明るい未来を 築く意思

参議院議員通常選挙は、７月12日㈭に公示、７月29
日㈰が投票日です。皆さんの大切な一票を無駄にする
ことなく、一人ひとりがよく考えて投票しましょう。

■習志野市で投票できる人
　次の事項に該当し、本市の選挙人名簿に登録
されている人
●昭和62年７月30日以前に生まれた人で、日本
国籍を有する人
●平成19年４月12日までに本市に転入の届出
をしたか住民票が作成され、引続き３か月以
上住民基本台帳に記録されている人
※なお、平成19年４月13日以降に本市に転入手続
きをした人は前住所地の選挙人名簿に登録され
ていれば前住所地で投票することになります。
●市内で住所を変更した人は、６月25日までに届
出ていれば新住所地で投票できます。また、６
月26日以降の転居届出の場合は、旧住所地の
投票所で投票できます。

■投票の順序と方法
　投票用紙は２回交付されます。
　最初に千葉県選出議員選挙（うす黄色の投票
用紙）は候補者名を、次に比例代表選出議員選挙
（白色の投票用紙）は、候補者名もしくは政党名
（略称）を投票用紙に記入してください。

■選挙公報
　７月25日㈬の朝刊に折込み（予定）
　候補者の経歴や政見などを掲載した選挙公報
を、朝日・毎日・読売・産経・東京・日経・千葉日報
の各新聞の朝刊に折込み配布します。
【選挙公報の置いてある施設】
市役所・京成津田沼駅ビルサンロード５階市
民活動インフォメーションルーム・企業局・公
民館・図書館・コミュニティセンター・あづま
こども会館・総合福祉センター・東部保健福祉
センター・東部体育館・勤労会館・谷津干潟自
然観察センター・習志野文化ホール
（その他、市内のローソン、サンクス、イトー
ヨーカドー東習志野店や市内ＪＲ・京成各駅
にも配置の予定です）

■投票所入場券を持って投票所へ
　投票所入場券は、６月25日現在で作成してい
ます。１枚のハガキに家族４名分の名前を連記
したものを郵送します。
　投票日には切り離して、必ず本人が持参してく
ださい。
　万一、入場券が届かない場合や紛失した場合
でも、選挙人名簿に登録されていれば投票でき
ますので、投票所の係員まで申出てください。

■代理投票・点字投票ができます
　体が不自由なことなどのために、字を書くこ
とができない人には、投票の秘密を侵すことな
く係員が「代理投票」のお手伝いをします。
　また、目が不自由な人には「点字投票」ができ
るように、投票所に点字器を備えています。代
理投票・点字投票希望者は、投票所の係員まで申
出てください。

■期日前投票・不在者投票は市役所５階で受付
　何らかの用務で投票日に投票できない人は期
日前投票・不在者投票ができます。７月13日㈮
～７月28日㈯午前８時30分～午後８時に、市役
所５階までお越しください。期間中は土・日・祝
日も平日と同様に行います。

■指定された病院等や老人ホームでの不在者投票
　都道府県の選挙管理委員会が指定した病院や
老人ホームに入院（所）中の人はその施設内で不
在者投票ができます。詳しくは、入院・入所先に
お尋ねください。

■滞在地での不在者投票
　仕事等で他の市区町村に滞在中で、投票日ま
でに本市に帰れない人は、滞在先の市区町村で
不在者投票ができます。
　詳しくは、滞在先の選挙管理委員会または本
市選挙管理委員会へお問合せください。

■一定以上の障害がある人は
　郵便等による投票ができます
　身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持ち、一
定以上の障害がある人や介護保険被保険者証に「要
介護５」の記載がある人は、「郵便等投票証明書」の
交付を受けた後、投票用紙を請求し、郵便による不
在者投票ができます（投票日の４日前が請求期限）。
　なお、郵便投票証明書の交付には、該当する手帳
または市役所の担当課で発行する障害の程度を証
明する文書を添えて交付申請することが必要です。
手続きに時間がかかるため、希望する人は早めに
選挙管理委員会にお問合せください。

■在外投票
（参議院比例代表選出議員選挙）
（参議院千葉県選出議員選挙）
　外国にいても国政選挙に参加できます。詳し
くは管轄の在外公館または本市の選挙管理委員
会にお問合せください。

投票所一覧
※投票日変更のため、第12・18投票
所は会場が変更になりましたので
ご注意ください。

第
１

第五中学校 体育館１階ピロティ
鷺沼台１丁目、鷺沼台２（13・14番）丁目、津田
沼１・２（10～13番）・３（11～23番）丁目、藤
崎２（１～10番、12～15番）丁目

第
２

津田沼小学校 体育館
津田沼２（１～９番、14～17番）・３（１～10
番）・４（３～11番）・５（５・６番、11～14番）
丁目

第
３
鷺沼小学校 体育館
鷺沼１～５丁目、鷺沼台２（１～12番、15～
17番）丁目

第
４
谷津コミュニティセンター ふれあいルーム
谷津１（22～24番）・５・６（５～11番、16・
17番）丁目

第
５
谷津公民館
谷津３（２～30番）・４丁目

第
６

大久保小学校 体育館
泉町１（１番）丁目、大久保１（１～15番）・３
丁目、鷺沼台２（18・19番）丁目、藤崎５～７丁
目、本大久保１丁目

第
７
大久保公民館
大久保１（16～29番）丁目、本大久保２・３丁目

第
８
大久保保育所 遊戯室
泉町１（２・３番）・２・３丁目、新栄１（１～９
番）丁目

第
９

実籾小学校 体育館
新栄１（10～12番）・２丁目、実籾１・２・３（１
～13番、15～36番）・４（１・２番、12～14
番）・５・６丁目、実籾本郷

第
10
実花公民館
東習志野１・６・７（１・２番）丁目

第
11
藤崎保育所 遊戯室
藤崎１・２（11番、16～19番）・３・４丁目

第
12
大久保東小学校 図書室
大久保２・４丁目、本大久保４（８～19番）・５
丁目

第
13
袖ヶ浦西小学校 体育館
袖ヶ浦１・２（５～７番）・３（２～７番）丁目

第
14
袖ヶ浦東小学校 体育館
袖ヶ浦２（１～４番）・３（１番）・４～６丁目、
津田沼６（１番）丁目

第
15
東習志野８丁目会館
東習志野７（３～６番）・８丁目

第
16
向山小学校 体育館
谷津１（１～21番）・２丁目、谷津町１・４丁目

第
17
秋津小学校 体育館
茜浜１～３丁目、秋津１～５丁目

第
18
総合教育センター 本館１階ロビー
東習志野２～５丁目、実籾３（14番）、４（３～
11番、15～44番）丁目

第
19
香澄小学校 体育館
香澄１～６丁目、芝園１～３丁目

第
20
第六中学校 美術室
本大久保４（１～７番）丁目、屋敷１～５丁目

第
21
菊田公民館
津田沼４（１・２番）・５（１～４番、７～10番）・
６（２～14番）・７丁目

第
22
鷺沼台４丁目集会所
鷺沼台３・４丁目

第
23
花咲会館
花咲１・２丁目

第
24
谷津南小学校 体育館
谷津３（１番）丁目

第
25
谷津７丁目集会所
谷津６（１～４番、12～15番、18～22番）・
７丁目

問合せ　選挙管理委員会（市役所５階）　☎（451）1151

選挙速報は市ホームページで！
http://www.city.narashino.chiba.jp/
選挙当日、市内の投票
状況（午前９時から２
時間ごと）と開票結果
を市ホームページでお
知らせします。

せ
ん
き
ょ
君

降下訓練…9日～13日、17日、19日、20日　飛行訓練…2日～4日、9日～13日、17日～
20日、23日～27日、30日、31日　気象状況等により一部変更または中止の場合あり
第１空挺団広報班 ☎（466）2141

７月習志野駐屯地および演習
場における落下傘降下訓練等

長年運営してきた「結婚相談所」を、相談所運営の見直しに伴い平成20年３月31日を
もって閉所します。 習志野市社会福祉協議会 ☎（452）4161

結婚相談所閉所の
お知らせ

ひ
ろ
ば

や
め
よ
う 

ポ
イ
捨
て・歩
き
タ
バ
コ

〜
市
内
全
域
で
ご
み
ゼ
ロ
運
動
〜

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献 

〜
自
治
功
労
者
顕
彰
〜

　

５
月
27
日
、
第
四
中
学
校
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
恒
例
の

「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
で
は
、
東
習
志
野
連
合
町
会
を
中
心
に
405
名

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
荒
木
市
長
と
一
緒
に
第
四
中

学
校
周
辺
の
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の
ご
み
を
拾
い

集
め
な
が
ら
「
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で
！
」
と
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
「
思
っ
た
よ
り
も
ご
み
が
少
な
か
っ
た
の
は
い
つ
も
み
ん
な

が
き
れ
い
に
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
清
掃
活

動
か
ら
戻
っ
た
四
中
の
生
徒
が
笑
顔
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
内
全
域
で
お
よ
そ
１
万
人
の
市
民
が
参
加
し
、

集
め
ら
れ
た
ご
み
の
総
量
は
２
７
，
６
４
０
kg
で
し
た
。

　

６
月
２
日
、
自
治
功
労
者
の
顕
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
会
・
自
治
会
等
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
域

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
16
名
の
方
々
に
荒
木
市
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

代表して謝辞を述べる髙橋正美さん

平成19年度 自治功労者
（敬称略）

太
田 

想
三（
谷
津
西
部
）

杉
本 

　
夫（
袖
ヶ
浦
）

松
井 

桃
子（
鷺
沼
）

村
山 

順
子（
鷺
沼
）

小
川 

光
子（
藤
崎
）

上
田 

敬
二（
藤
崎
）

稲
葉 

臣
義（
大
久
保
）

髙
橋 

正
美（
大
久
保
）

安
武 

和　
（
大
久
保
）

山
﨑 

清
治（
大
久
保
）

山
名 

國
雄（
大
久
保
）

蟻
川 

秀
子（
実
籾
）

　

岡 

孝
治（
実
籾
）

天
池 

義
明（
東
習
志
野
）

市
川 

靜
男（
東
習
志
野
）

鮎
川 

由
美（
秋
津
）

広報習志野　2007.7.1
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9 習志野市役所
☎（451）1151



社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

習
志
野
地
区
大
会

７
月
４
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜

市
民
会
館　

テ
ー
マ「
犯

罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助

の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参

加
を
求
め
る
」、
新
潟
少
年
学
院

長
講
演
、
ヤ
ン
キ
ー
先
生
こ
と
義

家
弘
介
さ
ん
出
演
ド
キ
ュ
メ
ン

ト「
立
ち
直
る
こ
と
、
支
え
る
こ

と
、出
会
う
こ
と
」上
映

社
会
福
祉
課

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
よ
り

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

〈
７
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
〉

７
月
14
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前

10
時
、
１
時
、
３
時（
３
回
投
影
）   

「
星
に
な
っ
た
蛍
」、
神
話
、
今
夜

の
星
空
、「
木
星
の
話
」
中
学
生

以
下（
市
内
・
市
外
）＝
無
料　

市

内
高
校
生
〜
64
歳
＝
220
円　

市

内
65
歳
以
上
＝
110
円　

市
外
高

校
生
以
上
＝
440
円

〈
科
学
教
室（
ア
ク
リ
ル
標
本
作
り
）〉

７
月
24
日
㈫
午
前
10
時
〜
11

時
55
分

30
名（
要
予
約
）
300

円（
材
料
費
等
）※
７
月
２
日
㈪

か
ら
電
話
受
付

〈
星
空
教
室
〉

８
月
３
日
㈮
午
後
７
時
〜

30
名（
要
予
約
）　

夏
の
星
座

探
し
、
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
に
よ
る

実
天
観
察
※
７
月
13
日
㈮
か
ら

電
話
受
付　

小
学
生
等
は
保
護

者
同
伴

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

☎（
４
７
５
）５
１
５
６

介
護
者
教
室
〜
介
護
す
る
側
、

さ
れ
る
側
に
つ
い
て
〜

７
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

マ
イ
ホ
ー
ム
習
志
野

（
屋
敷
１

－
１

－
１
）
10
名

筆
記
用
具

７
月
12
日
㈭

で
に
マ
イ

ホ
ー
ム
習
志
野
／

へ

☎（
４
７
０
）１
２
１
２

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

〈
ガ
ラ
ス
細
工
〉

７
月
11
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
正
午

市
内
在
住

12
名　

ビ
ン
の
か
け
ら
を
溶
か
し
て
ブ

ロ
ー
チ
な
ど
を
作
成
※
京
成
津
田

沼
駅
よ
り
送
迎
あ
り（
午
前
９
時

15
分
出
発
予
定
）

〈
自
転
車
再
生
教
室
〉

７
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
３
時

市
内
在
住

３
名（
初
め
て
の
人
優
先
、
２

日
と
も
参
加
で
き
る
人
）　

リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
自
転
車
を
修

理（
無
料
で
提
供
）
作
業
着
・
タ

オ
ル
・
昼
食

〈
親
子
ガ
ラ
ス
細
工
〉

７
月
27
日
㈮
午
前
９
時
30
分

〜
正
午

市
内
在
住

親
子
６

組　

ビ
ン
の
か
け
ら
を
溶
か
し

て
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
を
作
成

７
月
２
日
㈪
午
前
９
時
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
電
話
申

込
み（
先
着
順
）

☎（
４
５
３
）０
５
３
０

あ
づ
ま
こ
ど
も
会
館
よ
り

あ
づ
ま
こ
ど
も
会
館

〈
こ
ど
も
布
ぞ
う
り
作
り
教
室
〉

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

小
学
生

20
名

〈
夏
休
み
絵
画
教
室
〉

７
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮　

Ａ
＝

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、B

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

小
学
生

Ａ
Ｂ
各
20
名

筆

記
用
具
・
水
彩
絵
の
具
・
四
ツ
切

画
用
紙
・
ク
レ
ヨ
ン（
低
学
年
）・

カ
ラ
ー
ペ
ン（
ポ
ス
タ
ー
を
か
く

人
）※
か
き
た
い
画
題
を
自
分
で

決
め
て
く
る

〈
夏
休
み
工
作
教
室
〉

８
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

小
学

生

20
名

筆
記
用
具
・
絵
の
具

セ
ッ
ト
・
カ
ッ
タ
ー

あ
づ
ま
こ
ど
も
会
館

☎（
４
７
７
）９
０
７
７

夏
休
み
子
ど
も
講
座

「
こ
ね
こ
ね
教
室（
陶
芸
）」

７
月
28
日
㈯
、
８
月
11
日
㈯
・

25
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

大

久
保
公
民
館

小
学
１
〜
３
年

生
の
親
子（
３
日
間
参
加
可
能

な
人
）※
初
め
て
の
人
優
先

親

子
15
組

１
人
500
円

ぞ
う
き

ん
・
へ
ら
・
先
の
細
い
ス
プ
ー
ン
・

タ
オ
ル
・
水
入
れ
容
器（
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
の
容
器
等
）

大
久
保
公
民
館

☎（
４
７
６
）３
２
１
３

市
内
施
設
見
学
会
・
夏
休
み
企
画

〜
親
子
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
〜

A（
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

向
き
）７
月
24
日
㈫
午
前
９
時
市

役
所
集
合
↓
谷
津
干
潟
自
然
観

察
セ
ン
タ
ー
↓
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
紙
す
き
体
験
）↓
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
館
↓
消
防
庁
舎（
は
し

ご
車
体
験
）↓
午
後
３
時
30
分
解

散　

B（
小
学
校
高
学
年
向
き
）

８
月
２
日
㈭
午
前
９
時
30
分
市

役
所
集
合
↓
谷
津
干
潟
自
然
観

察
セ
ン
タ
ー
↓
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
紙
す
き
体
験
）↓
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
↓

消
防
庁
舎（
は
し
ご
車
体
験
）↓

午
後
３
時
45
分
解
散

Ａ
Ｂ
各

20
名

100
円（
保
険
料
）
昼
食
・

飲
み
物

A
＝
７
月
19
日
㈭
、
B
＝
７
月

30
日
㈪
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
へ

千
葉
県
北
西
部
地
区
文
化
財

発
表
会「G

ood
 Job

!!

」

展
示
＝
７
月
14
日
㈯
〜
16
日

㈪
午
前
９
時
〜
５
時
、イ
ベ
ン
ト

＝
７
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午（
縄
文
ク
ッ
キ
ー
作
り
や
貝
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
の
体
験

学
習
あ
り
）、
発
表
会
＝
７
月
16

日
㈪
午
前
10
時
〜
３
時
30
分（
終

了
後
国
指
定
史
跡
下
総
小
金
中

野
牧
の
現
地
見
学
会
も
予
定
）

鎌
ケ
谷
市
中
央
公
民
館（
三
橋
記

念
館
）　

昔
の
人
の
も
の
づ
く
り

の「
わ
ざ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
文

化
財
の
展
示
・
発
表

鎌
ケ
谷
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

☎（
４
４
５
）１
１
４
１

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

よ
り谷

津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

〈
谷
津
っ
こ
探
検
隊「
干
潟
の
生

き
も
の 

く
ら
し
拝
見
」〉

７
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
１
時（
小
雨
決
行
）
小
学
生

（
保
護
者
参
加
可
）
20
名

100

円（
保
険
料
･
資
料
代
）
長
靴
・

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・
着
替
え
・

カ
ッ
パ
・
飲
み
物
・
帽
子
・
タ
オ

ル
・
筆
記
用
具
、双
眼
鏡
・
虫
め
が

ね（
あ
れ
ば
）※
天
候
に
よ
り
中

止
、変
更
あ
り

〈
谷
津
干
潟
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
〉

７
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分（
雨
天
決
行
）
小

学
生
以
上（
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）
20
名（
要
予
約
）

100
円（
保
険
料
）
筆
記
用
具
、

虫
め
が
ね（
あ
れ
ば
）

〈
展
示「
ヨ
シ
と
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

の
文
化
」〉

８
月
31
日
㈮
ま
で　

渡
り
鳥

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
紹
介
と
ヨ
シ

で
作
っ
た
日
用
品
を
展
示
※
要

入
館
料

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
４
）８
４
１
６

茜
浜
名
人
寄
席
Vol.
３

７
月
20
日
㈮
午
後
６
時
開
場
、

６
時
30
分
開
演

茜
浜
ホ
ー
ル

150
名

500
円（
当
日
の
み
）　

出
演
＝
春
風
亭
正
太
郎
、
古
今
亭

志
ん
太
、む
か
し
家
今
松（
予
定
）

茜
浜
ホ
ー
ル

☎（
４
０
８
）０
２
０
５

日
時　

場
所
・
会
場　

費
用　

対
象
者　

定
員

持
ち
物　

申
込
み　

問
合
せ市

役
所
よ
り

祝
日
の
ご
み
収
集

　

７
月
16
日
㈪
は
祝
日（
海
の

日
）で
す
が
、「
燃
え
る
ご
み
」の

収
集
が
月
・
水
・
金
曜
日
の
地
区

は
臨
時
に「
燃
え
る
ご
み
」を
収

集
し
ま
す
。

※
当
日
は
清
掃
工
場
へ
の
ご
み

の
持
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
課

☎（
４
５
３
）５
３
７
４

木
造
住
宅
耐
震
診
断
会（
無
料
）

８
月
４
日
㈯
、
９
月
８
日
㈯

サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
５
階
、
８
月

25
日
㈯
大
久
保
公
民
館
、
９
月
22

日
㈯
東
習
志
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
住
宅
の
所
有
者
①
市

内
に
現
存
す
る
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
②
自
ら
が
所

有
し
て
い
て
、
居
住
す
る
在
来
軸

組
構
法
、
枠
組
壁
工
法（
2
×
4

工
法
）の
一
戸
建
て
ま
た
は
併
用

住
宅
③
地
上
階
数
が
２
階
以
下

で
あ
る
こ
と

確
認
申
請
図
書
、

建
築
物
の
写
真

各
日
４
名

専
用
電
話
で
予
約（
先
着
順
）

☎（
４
５
３
）３
９
６
７

建
築
指
導
課

後
期
高
齢
者
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

後
期
高
齢
者
の
実
態
を
把
握

し
、
高
齢
者
に
対
応
す
る
施
策
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
高
齢
者
相
談
員
が
ご
自
宅

へ
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
時
期
＝
７
月
20
日
㈮
〜
８

月
31
日
㈮

75
歳
以
上
で
独
居

の
人
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

（
６
月
15
日
現
在
）※
対
象
者
へ

は
７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

高
齢
社
会
対
策
課

す
ぐ
き
く
課
よ
り

　

す
ぐ
き
く
課（
市
役
所
第
四
分

室
１
階
）は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
市
政
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
や
ご
要
望
等
の
受
付

は
、
直
接
お
話
し
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、電
話
・
F
A
X
・
手
紙
・
E

メ
ー
ル
な
ど
で
も
受
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
、

各
種
市
民
相
談
窓
口
一
本
化
の

た
め
、
従
来
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
行
っ
て
い
た
法
律
相
談
・
税
務

相
談
等
の
市
民
相
談
業
務
を
す

ぐ
き
く
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
法

律
相
談
・
税
務
相
談
は
直
接
す
ぐ

き
く
課
に
お
い
で
い
た
だ
く
か
、

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
き
く
課

講
座
・
催
し

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、
対

象
は
一
般
、
参
加
費
無
料
、
申

込
受
付
順
で
す
。

普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
含
む
）

毎
月
９
の
つ
く
日
は
救
急
の
日

７
月
９
日
㈪
・
19
日
㈭
・
29
日

㈰
午
前
９
時
〜（
３
時
間
程
度
）

９
日
・
19
日
＝
消
防
本
部
５
階

講
堂
、
29
日
＝
南
消
防
署

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
体
力
に
自

信
の
あ
る
人

各
日
15
名

筆

記
用
具　

講
習
修
了
者
に
普
通

救
命
講
習
修
了
証
を
交
付

９
日
は
７
月
５
日
㈭
、
19
日
・

29
日
は
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
消
防
本
部
警
防
課
へ

☎（
４
５
２
）１
２
８
３

谷
津
干
潟
市
民
ク
リ
ー
ン
作
戦

７
月
16
日
㈪
午
後
０
時
30

分
〜
３
時（
雨
天
中
止
）
谷
津

干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
集

合

小
学
３
年
生
以
上

100
名

帽
子
・
長
靴
・
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

自
然
保
護
課

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

策
定
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

平
成
20
年
度
か
ら
の「
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」策
定
に
伴

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

聴
取
の
た
め
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

①

７
月
20
日
㈮
午
後
６
時
〜

８
時
30
分

習
志
野
商
工
会
議

所　
「
仕
事
と
生
活
イ
ー
ブ
ン
・

言
い
分　

み
ん
な
で
暮
ら
し
を

考
え
よ
う
」講
師
＝
実
践
女
子
大

学
教
授
／
鹿
嶋
敬
氏　

②

７
月
24
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午

谷
津
公
民
館　
「
聞
い
て

み
よ
う　

話
し
て
み
よ
う　

日

本
の
子
育
て
・
世
界
の
子
育
て
」

講
師
＝
千
葉
大
学
准
教
授
／
伊

藤
葉
子
氏

各
日
100
名　

手
話
通
訳
・
保
育

（
２
歳
〜
就
学
前
15
名
）あ
り

ス
テ
ッ
プ
な
ら
し
の

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

☎（
４
５
３
）９
３
０
７

（
４
５
３
）９
３
２
７

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
可

夏
休
み
子
ど
も
映
画
会

７
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

市
民
会
館

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
幼
児
・
小
学
生

と
保
護
者

300
名  

「
星
の
子
」

「
コ
ン
太
と
森
の
仲
間
た
ち
」ほ
か

大
久
保
公
民
館

☎（
４
７
６
）３
２
１
３

夏
休
み
の
自
由
研
究

〝
３ス

リ
ー

Ｒア
ー
ル

体
験
〞

不
用
な
傘
で
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
作
ろ
う
！

７
月
23
日
㈪
午
後
１
時
〜
４

時

市
役
所
第
三
分
室
２
階
会

議
室

市
内
在
住
小
学
生（
保
護

者
同
伴
、
保
護
者
が
同
伴
で
き
な

い
場
合
要
相
談
）
６
名

筆
記

用
具
・
裁
縫
道
具（
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
収
集
さ
れ
た
傘
を
使

用
。
自
宅
の
傘
を
使
い
た
い
場

合
要
相
談
）

７
月
２
日
㈪
か
ら
電
話
で
ク

リ
ー
ン
推
進
課
へ

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

親
子
体
験
教
室

７
月
25
日
、８
月
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
・
29
日
各
水
曜
日
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

千
葉
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富
里
市
御

料
709

－

1
）
県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
４
〜
６
年
生
ま
で

と
保
護
者
※
送
迎
が
あ
れ
ば
小

学
生
の
み
で
も
可

各
日
5
組  

犬
に
さ
わ
れ
る
服
装
で

７
月
２
日
㈪
か
ら
各
開
催
日

前
日
ま
で
に
、
電
話
で
千
葉
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
４
７
６（
９
３
）５
７
１
１ 東習志野・新習志野・藤崎・谷津図書館は毎週土曜日、

大久保図書館は毎週木曜日午前９時から午後７時まで開館しています。

7月巡回予定
☂ 

雨
天
中
止

問
大
久
保
図
書
館
☎（
４
７
５
）３
２
１
３

ステーション名 巡回時間 巡回予定日
実 花 公 民 館 脇 駐 車 場 14:40～15:50 10・24㈫
袖ヶ浦 1丁目マープル津田沼 14:20～14:50 11・25㈬谷 津 南 小 学 校 15:10～16:20
津田沼 2 丁目公務員宿舎 13:50～14:20 12・26㈭袖 ヶ 浦 東 小 学 校 14:40～15:50
津田沼 3 丁目菊田ハイツ 13:40～14:20 13・27㈮袖 ヶ 浦 西 小 学 校 14:40～15:50
東 習 志 野 ８ 丁 目 会 館 14:20～14:50 14・28㈯大 久 保 公 務 員 住 宅 15:10～15:50
藤 崎 2 丁 目 児 童 公 園 14:20～14:50 4・18㈬津 田 沼 小 学 校 15:10～16:20
津田沼 3 丁目防衛省宿舎 13:50～14:20 5・19㈭鷺 沼 小 学 校 14:40～15:50
偕 生 園 13:50～14:30 6・20㈮実 籾 小 学 校 14:40～15:50
谷 津 公 民 館 13:50～14:30 7・21㈯京 成 津 田 沼 駅 前 広 場 14:50～15:40
こどもセンター（鷺沼） 10:50～11:30 11・25㈬

移動図書館きぼう号きぼう号

７月13日㈮午前９時30分～11時30分、７月18日㈬午後２時～４時
習志野健康福祉センター　女性の悩み・不安に女性医師等が相談に応じます。予約制・無料
習志野健康福祉センター ☎（477）2119

女性のための健康相談
７月５日、８月２日午後5時30分～7時30分、７月12日・19日午後１時～２時　各木曜日 習志

野健康福祉センター　無料、匿名（検査の結果成績書が必要な場合、運転免許証などの提示が必要）
12日・19日は予約制、エイズ検査結果を即日お知らせ 習志野健康福祉センター ☎（475）5151

エイズ・梅毒・クラ
ミジア・肝炎検査

http://www.city.narashino.chiba.jp/

市民満足度調査 実施中

市ホームページ、トップページ左下のボタン
　　　　　　　からアクセスしてください。市民満足度調査

子育ておよび市庁舎に
関するアンケート

調査
内容

問合せ　企画政策課

広報習志野　2007.7.1
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11 習志野市役所
☎（451）1151



在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業 
〜
心
の
ゆ
と
り
日
〜

７
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜

３
時

深
川
、
清
澄
白
河
方
面

（
東
京
都
）

在
宅
で
ご
家
族

を
介
護
し
て
い
る
人

40
名

２
，５
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）  

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
お
年
寄

り
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
、

日
頃
の
介
護
疲
れ
を
癒
し
、
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
の

日
帰
り
旅
行

７
月
３
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

習
志
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☎（
４
５
２
）４
１
６
１

（
４
５
１
）８
２
１
１

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
対
抗
戦（
テ
ニ
ス
）

８
月
19
日
・
26
日（
予
備
日
９

月
２
日
）各
日
曜
日

秋
津
・
実

籾
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

市
テ
ニ

ス
連
盟
加
盟
ク
ラ
ブ
、
市
内
一

般
・
企
業
ク
ラ
ブ

１
チ
ー
ム

６
，０
０
０
円

各
チ
ー
ム
ダ
ン

ロ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ト
黄
色
５
缶　

１

チ
ー
ム
は
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
・
ベ
テ
ラ
ン
ダ
ブ

ル
ス（
45
歳
以
上
）各
１
ペ
ア
、
男

子
一
般
２
ペ
ア（
計
５
ペ
ア
）

７
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
用

紙
に
代
表
者
・
出
場
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
参
加
費
を
添
え
て
左
記
へ

①
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

（
イ
オ
ン
津
田
沼
２
階
）

☎（
４
０
３
）２
１
１
１

②
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ

（
メ
ル
ク
ス
新
習
志
野
２
階
）

☎（
４
５
３
）０
５
２
２

※
大
会
約
１
週
間
前
に
秋
津
・
実

籾
・
袖
ヶ
浦
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
勤

労
会
館
、
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
ソ
リ

テ
ィ
、
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ
に
ド
ロ
ー

表
を
掲
示
、必
ず
確
認
の
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

初
回
者
講
習
会

７
月
29
日
㈰
午
後
６
時
〜
９

時

東
部
体
育
館

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学

25
名

１
，０
０
０
円

運
動
靴
・
タ

オ
ル
・
運
動
の
で
き
る
服
装

東
部
体
育
館

☎（
４
９
３
）７
９
０
０

ペ
タ
ン
ク  

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
募
集

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
４
〜

中
学
２
年
生

６
名

年
会
費

１
，０
０
０
円（
保
険
料
は
協
会

負
担
）
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
運
動

で
き
る
服
装　

ペ
タ
ン
ク
＝
小

さ
な
鉄
球
を
投
げ
て
目
標
に
近

づ
け
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

習
志
野
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
／

市
民
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
会

７
月
15
日
㈰
午
前
９
時
集
合

日
大
生
産
工
学
部
津
田
沼
校

舎
25
号
館
室
内
プ
ー
ル

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学

小
学
４
年

生
以
下
200
円
、
小
学
５
年
生
以
上

300
円（
保
険
料
含
む
）

競
技
種
目
＝
リ
レ
ー
を
除
き
１

人
２
種
目
以
内

７
月
７
日
㈯（
必
着
）ま
で
に

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
記

入
し
、
〒
275－

0006
泉
町
１

－

２

－

１
日
本
大
学
生
産
工
学
部
／

水
泳
協
会
）へ

（
午
後
７
時
〜
９
時
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
よ
り

〈
体
力
測
定
へ

！
＆

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
〉

７
月
15
日
㈰　

体
力
測
定
＝

午
前
９
時
〜
11
時（
受
付
９
時
30

分
ま
で
）新
体
力
測
定
、
骨
密
度

検
査
、身
体
測
定

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
＝

午
前
11
時
〜
１
時　

体
力
測
定

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

東
部
体

育
館

100
円（
保
険
料
）
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

※
当
日
直
接
会
場
へ

〈
児
童
水
泳
教
室
〉

７
月
31
日
㈫
〜
８
月
３
日
㈮   

１
部
＝
午
前
10
時
〜
11
時
15
分
、

２
部
＝
午
前
11
時
30
分
〜
０
時

45
分
、
３
部
＝
午
後
２
時
30
分
〜

３
時
45
分

袖
ヶ
浦
公
園
プ
ー

ル

市
内
在
住
の
小
学
生

各

部
40
名

１
，５
０
０
円

水

着
・
水
泳
帽
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ー
グ
ル

※
１
人
３
名
分
ま
で
申
込
可（
兄

弟
は
何
名
で
も
可
）

〈
キ
ッ
ズ
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
〉

８
月
６
日
㈪
〜
９
日
㈭
午
前

９
時
〜
11
時

津
田
沼
フ
ッ
ト

サ
ル
場

市
内
在
住
の
小
学
①

１
〜
３
年
生
②
４
〜
６
年
生

各
30
名

１
，５
０
０
円

運

動
靴
・
着
替
え
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
７
月
15
日
㈰
か
ら
受
付 

㈶
習
志
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会

☎（
４
５
２
）４
３
８
０

窓
口
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

電
話
受
付　

午
前
10
時
〜

募　

集

放
課
後
児
童
指
導
員

　

市
内
各
小
学
校
内
の
放
課
後

児
童
会（
学
童
保
育
）で
、
児
童
の

遊
び
や
生
活
を
指
導

20
歳
以

上
60
歳
未
満　

勤
務
時
間
＝
月

〜
金
曜
日
午
後
１
時
〜
７
時
、
土

曜
日
・
学
校
休
業
日
午
前
８
時
30

分
〜
７
時
の
間
で
７
時
間
45
分

を
超
え
な
い
範
囲（
応
相
談
）　

時
給
＝
１
，０
０
０
円（
超
過
勤

務
支
給
あ
り
）

青
少
年
課

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
説
明
会

（
新
規
入
会
希
望
者
）

７
月
12
日
㈭
午
後
６
時
〜

大
久
保
公
民
館
、
７
月
14
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
屋
敷
公
民
館

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

※
会
員
登
録
す
る
場
合
は
写
真

（
３
×
2.5
㎝
）、印
鑑
、筆
記
用
具
、

郵
便
局
口
座
番
号（
本
人
名
義
）、

年
会
費
３
，０
０
０
円
持
参

習
志
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

☎（
４
９
３
）８
０
１
１

津
田
沼
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

７
月
22
日
㈰
午
前
11
時
〜
５

時

新
京
成
新
津
田
沼
駅
２
階

通
路（
屋
根
付
き
会
場
）
28
区

画（
１
区
画
２
×
2m
、
飲
食
除
く
、

申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

２
，０
０
０
円（
出
店
料
）

７
月
６
日
㈮（
必
着
）ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
主
な
出
店
物

を
記
入
し
、
〒
275－

0016
津
田
沼
１

－
11

－

20
津
田
沼
ふ
れ
あ
い
夏

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局「
夏
祭

り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
係
」へ

☎（
４
７
２
）８
３
５
５

「
金
婚
記
念
祝
典
」出
席
者

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
へ
の
さ
さ
や
か
な
祝
宴

９
月
21
日
㈮
午
前
11
時
30
分

〜

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

昭

和
32
年
10
月
１
日
〜
33
年
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
結
婚
し
、
お
二

人
お
揃
い
の
ご
夫
婦

※
当
日
出
席
で
き
な
い
場
合
も

記
念
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
各
地
区

の
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉

協
議
会
へ

☎（
４
５
２
）４
１
６
１

そ
の
他

平
成
19
年
度
千
葉
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

試
験
日
＝
10
月
28
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午　

受
験
資
格
＝
医
療
・

保
健
・
福
祉
分
野
の
有
資
格
者
で

一
定
期
間
以
上
の
実
務
経
験
の

あ
る
人　

申
込
書
配
付
＝
７
月

２
日
㈪
〜
30
日
㈪
千
葉
県
社
会

福
祉
協
議
会
、
千
葉
県
保
険
指
導

課
、
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
介
護
保
険
課
、
習
志
野
市
社

会
福
祉
協
議
会

７
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫（
消
印

有
効
）に
〒
260

－

8508
千
葉
市
中
央

区
千
葉
港
4

－

3
千
葉
県
社
会

福
祉
協
議
会
介
護
支
援
専
門
員
養

成
班
へ（
簡
易
書
留
郵
送
の
み
）

☎
043（
２
０
４
）１
６
１
０

労
働
者
福
祉
資
金
融
資
制
度

中
小
企
業
勤
務
の
人（
療
育
費
、

住
宅
補
修
、
教
育
費
、
冠
婚
葬
祭

資
金
等
）　

融
資
限
度
＝
100
万
円  

金
利
＝
年
2.2
％
（
他
に
保
証
料
率

0.8
％
）　

返
済
期
間
＝
５
年
以
内　

※
他
に
中
小
企
業
に
勤
め
て
い
る

育
児
・
介
護
休
業
中
の
人
、
離
職
し

た
人
向
け
の
融
資
あ
り

千
葉
県
雇
用
労
働
課　

☎
043（
２
２
３
）２
７
４
１

中
央
労
働
金
庫

0120（
８
６
）６
９
５
６

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　

一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
、
農
業

用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
、
特
定

用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
＝
８
月
１
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜　

会
場
＝
千
葉
経
済

大
学　

願
書
受
付
日
＝
７
月
10

日
㈫
・
11
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時　

申
込
方
法
＝
千
葉
県
教
育
会
館

に
願
書
を
直
接
持
参　

問
合
せ
・

願
書
配
付
＝
各
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
千
葉
県
薬
務
課

☎
043（
２
２
３
）２
６
１
８　

http://w
w
w
.pref.chiba.

lg.jp/sc/060606

期間＝７月９日㈪～９月下旬頃　※工事日程は変更の場合あり
㈶習志野市スポーツ振興協会 ☎（452）4380

袖ヶ浦テニスコート改修
工事に伴う利用中止

8月31日まで（土・日・祝日除く）午前９時～４時30分 習志野健康福祉センター
※受給者票など郵送希望の場合、現金または切手300円分持参
習志野健康福祉センター ☎（475）5151

特定疾患医療受給者票
更新手続き

種 目
部 門 自由形 平泳ぎ バタフライ 背泳 個人メドレー リレー

小学4年生以下（男女 ) 25m(泳法は自由) － － － －

小学5・6年生（男女) 50m 50m 50m 50m 100m メドレーリレー
100m(4×25m)

一般（男子 ) 50m・100m 50m・100m 50m・100m 50m・100m 200m メドレーリレー
200m(4×50m)

一般（女子 ) 50m・100m 50m・100m 50m・100m 50m・100m 200m メドレーリレー
200m(4×50m)

30歳以上（男女 )
40歳以上（男女 )
50歳以上（男女 )
60歳以上（男 )

50m 50m 50m 50m － メドレーリレー
200m(4×50m)

お
い
で
く
だ
さ
い（
イ
ベ
ン
ト
）

※
特
に
記
載
の
な
い
場
合
は
無
料

■
習
美
会
油
絵
初
心
者
講
習
会

８
月
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜

４
時　

東
習
志
野
小
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム

実
費（
画
材
費
）

☎■
ゆ
か
た
の
着
方
と
帯
の
結
び
方

７
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午　

菊
田
公
民
館　

300
円　

ゆ
か
た
・

半
幅
帯
・
肌
じ
ゅ
ば
ん
持
参

習
志
野
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

■
八
千
代
フ
ェ
ス
タ

（
特
別
支
援
学
校
製
品
頒
布
）

７
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
７
時
、

15
日
㈰
午
前
10
時
〜
５
時　

イ
オ

ン
津
田
沼
１
階
モ
ー
ル　

木
工

品
・
縫
工
品
・
し
い
た
け
製
品
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
格
安
販
売

☎（
４
５
０
）６
３
２
１
県
立

八
千
代
特
別
支
援
学
校
高
等
部

■
国
産
米
粉
を
使
っ
た
料
理

７
月
18
日
㈬
午
前
９
時
〜
正
午　

大
久
保
公
民
館　

先
着
20
名　

300
円　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

ふ
き
ん
持
参　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
安
全
な
米
粉
を
使
っ
た
パ
ン

作
り

☎（
４
５
３
）８
６
７
８

消
費
生
活
研
究
会

■
ゆ
か
た
の
着
方
無
料
講
習
会

７
月
20
日
㈮
午
後
７
時
30
分
〜　

東
習
志
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
和
室

ゆ
か
た
貸
出
あ
り

☎■
楽
楽
健
康
体
操
教
室

７
月
９
日
・
23
日
・
30
日
、
８
月

13
日
・
20
日
・
27
日
各
月
曜
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時　

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー　

１
，０
０
０
円　

ボ
ー
ル
使
用

☎な
か
ま
に（
仲
間
募
集
）

※
活
動
場
所
は
予
定

■
ア
ロ
ハ
フ
レ
ン
ド（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

第
２
・
４
金
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時　

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

入
会
金
１
，０
０
０
円　

月
２
，０
０
０
円

■
さ
く
ら
の
家
す
み
れ
の
会

（
カ
ラ
オ
ケ
）

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
さ
く

ら
の
家　

入
会
金
１
，０
０
０
円   

月
１
，０
０
０
円　

市
内
在
住
60

歳
以
上　

初
心
者
・
男
性
歓
迎　

見
学
自
由

講
師
あ
り

■
英
会
話

①
豊
友
会　

第
２
・
４
土
曜
日

午
後
３
時
〜
４
時
30
分　

月

４
，０
０
０
円　

上
級
者　

②
英

久
会　

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時　

月
４
，５
０
０
円　

初
心

者　

①
②
と
も
に
大
久
保
公
民
館

☎■
大
正
琴
菊
田
会

第
２
・
４
火
曜
日
午
後
１
時
〜

３
時　

菊
田
公
民
館　

入
会
金

２
，０
０
０
円

月
２
，０
０
０
円

JCN船橋習志野 9chで放送中 !
放送時間12:10,18:10,22:10（各20分）

みんなが かがやく フェスティバル！
～習志野きらっと2007～

7月前半号

あなたの知らない習志野がある

７月１日～14日放送

放送終了後
番組ビデオ・DVDを
図書館で貸出!

【社会福祉基金へ】
千葉県ダンス指導者協会・カ
ラオケスタジオ 夢広場・母
と子のふれあいコンサート実
行委員会・なのはな生活協同
組合・華のオンステージ実行
委員会・もみじ歌舞まつり実
行委員会・国際ソロプチミス
ト・飯島貞男・吉田英聖
【健康支援課へ】
習志野中央ライオンズクラ
ブ・㈱富士ドライ・千葉県医
療技術大学校
【白鷺園・あかしあ学園・あじ
さい学園・ひまわり学園へ】
習志野市建設協力会 
【市内12保育所・あかしあ学園・
あじさい学園・ひまわり学園へ】
明るい社会づくり習志野市推
進委員会 
【あかしあ学園・あじさい学
園・ひまわり学園へ】
㈱小出ロール鐵工所 
【あかしあ学園・あじさい学園へ】
㈲サンライト 

【花の実園へ】
㈱ワイズマート・
習志野ロータリークラブ
【白鷺園へ】
第五中学校
【白鷺園他へ】
ザ・ネットワーク21
【こども保育課へ】
天然記念物北海道犬協会
千葉支部
【大久保保育所へ】
新日軽㈱船橋製造所
【袖ヶ浦保育所へ】
村田博子
【菊田第二保育所へ】
中村敏志
【大久保第二保育所へ】
大久保第二保育所保護者会
【こどもセンターへ】
習志野ライオンズクラブ・
ならしのきらっ子こどもま
つり実行委員会
【東習志野こども園へ】
岡澤位彦・千葉県国公立幼
稚園協会習志野地区支部

皆様の善意
ありがとうございました
平成18年７月１日～平成19年３月31日
（敬称略）

ウェブマガジンウェブマガジン

「ならしのナウ」「ならしのナウ」

市ホームページでご覧に
なれます。市内の新鮮な
情報をお届けします。

問合せ　広報課

毎月第２水曜日配信毎月第２水曜日配信

広報習志野　2007.7.1
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13 習志野市役所
☎（451）1151



広報習志野は再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用しています

•習志野市国民保護計画

•習志野いきいきサポート倶楽部

　　　　　　　　　　　　　　ほか

習志野市
広報課

市の人口 次号の予告
〒275-8601 習志野市鷺沼1-1-1　
☎ 047（451）1151 ㈹
FAX  047（453）9313
http://www.city.narashino.chiba.jp/

　あかちゃんの離乳食と歯みがきについて
栄養士・歯科衛生士がわかりやすくアドバイ
スします（①は歯のお話はありません）。

対象月齢 ７月 会　場 担当

① 5～6か月
18日㈬ 谷 津 ヘ ル ス 栄

27日㈮ 東習志野ヘルス 栄
② 8～10か月 24日㈫ 谷 津 ヘ ル ス 栄 歯

時間

▲

午後１時30分～３時　
対象

▲

第１子と保護者20組
費用

▲

90円（材料費）　
申込み

▲

健康支援課

離乳食・歯っぴい教室（予約制）

対　象 保健会館別館 健康福祉センター
１歳６か月児
（17年12月生まれ） ７月19日㈭ ７月25日㈬

３歳児
（16年１月生まれ） ７月17日㈫ ７月11日㈬

受付
▲

午後１時～２時
※対象者には郵送で通知（転入者や通知が届い
ていない時などは健康支援課へ）

　精神科医が相談に応じます。
８月 会　　場
1日㈬ 津田沼・鷺沼ヘルスステーション
22日㈬ 東習志野ヘルスステーション

時間

▲

午後２時～４時
対象

▲

認知症の心配のある本人および家族
申込み

▲

実施日の１週間前までに津田沼・鷺
沼ヘルスステーションへ

　発育・発達の確認および保健師・栄養士（４
か月児）・歯科衛生士（10か月児）による相談等
※対象者には郵送で通知（転入者や通知が届い
ていない時などは各ヘルスステーションへ）

■夜間・休日の当番医案内 ☎（452）0881
■千葉県救急医療情報ネットワークによる案内
URL　http://www.qq.pref.chiba.jp/
FAX　043（242）4199

こどものコーナー
４か月児・10か月児健康相談

１歳６か月児・３歳児健康診査

８月の認知症高齢者等介護相談（予約制）

毎月２回 １日・15日発行

○総人口 ....... 158,986人　
○男 .................80,245人　
○女 .................78,741人　
○世帯数 ..........65,917世帯

H19.6.1現在

☎（479）0066  FAX（477）8348
担当区域：谷津、谷津町

☎（453）2966  FAX（451）6765
担当区域：袖ヶ浦、秋津、香澄、茜浜、芝園

☎（453）9303  FAX（451）4822
担当区域：津田沼、鷺沼、藤崎、鷺沼台

☎（478）3330  FAX（477）6247
担当区域：花咲、屋敷、泉町、大久保、本大久保

☎（476）1662  FAX（477）8738
担当区域：実籾、新栄、東習志野、実籾本郷東習志野

谷津

秋津

屋敷

津田沼・鷺沼

 ☎（453）2922
 ☎（451）4205健康支援課

ヘルスステーション

申込み・問合せ

おとなのコーナー

　あかちゃんの成長（体重測定など）を確認、授
乳の相談に応じます。なお、今年度より、第１
子のお子さんについては全員訪問します。
対象

▲

生後40日までのあかちゃん
申込み

▲

「新生児訪問カード（ハガキ）」に必
要事項を記入し、電話またはFAXで生後
20日頃までに各ヘルスステーションへ

助産師等による新生児訪問

　歯・歯ぐき・入れ歯のことなど、歯科医師
に個別に健診・相談ができます。
日程

▲

７月31日㈫
受付

▲

午後１時15分・２時　会場

▲

保健会館別館
対象

▲

成人　　定員

▲

20名
持ち物

▲

歯ブラシ・持っている人は健康手帳
申込み

▲

健康支援課

歯と歯ぐきの健康チェック！（予約制）

　小グループで、口の中の観察や親子の歯
みがき練習
日程・会場

▲

７月23日㈪ 保健会館別館
　　　　　　　　31日㈫ 東習志野こども園
時間

▲

午前10時・10時30分・11時
対象

▲

１歳～３歳の幼児
持ち物

▲

母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、
タオル
申込み

▲

健康支援課

歯みがき教室（予約制）

　地域の仲間をみつけてみませんか？ パパの
参加も大歓迎（妊婦擬似体験あり）
対象

▲

妊娠５～８か月頃の妊婦とパートナー
定員

▲

約30名（早めにお申込みください）
内容

▲

月１回、４回で１コース（妊娠中３回、
　　　産後１回）

１課 妊娠中のからだ、お産の経過
２課 あかちゃんのいる生活《父親の役割》
３課 食と歯の健康、先輩ママとの交流
４課 後輩ママとの交流

会場・申込み

▲

谷津ヘルスステーション

ママ・パパになるための学級

　母体や胎児の健康を守るうえで妊婦健康
診査は大切です。妊娠23週までは４週間に１
回、妊娠24～35週までは２週間に１回、妊娠
36週～分娩までは１週間に１回受診しましょ
う。母子健康手帳交付時に、２回分の公費負
担が受けられる受診票をお渡ししています。

妊婦健康診査を受けましょう

　すぐに言葉が出てこなくなった、人の名
前がなかなか思い出せない、ものの置き場
所を忘れる… など気になることがありませ
んか？ ちょっとした心がけや生活の見直し
が認知症の予防につながります。
日時

▲

７月25日㈬ 午後１時30分～３時30分
会場

▲

保健会館別館
対象

▲

65歳以上の人　　定員

▲

30名
持ち物

▲

健康手帳、筆記用具
申込み

▲

健康支援課

ものわすれ予防講座（予約制）

口は元気の源！ 
─口の働きを良くして、いきいき歯っぴい！─
　「口の渇き」、「ムセ」の原因や口の働き（口
腔機能）と舌の体操やだ液を出すマッサージ
などのポイントをわかりやすく解説します。
日時

▲

７月27日㈮ 午後１時30分～３時
会場

▲

保健会館別館
対象

▲

65歳以上の人　　定員

▲

30名
持ち物

▲

健康手帳、筆記用具
申込み

▲

健康支援課

歯科医師による健康講座（予約制）

　O‒157やノロウイルス等、生命に関わる食
中毒があります。

食中毒予防の３原則
●食中毒の原因菌を「つけない」
手指や調理器具は洗剤と流水で十分洗
浄・消毒をしましょう。食品は区分けして
保管し、調理器具は用途別にしましょう。

●食中毒の原因菌を「増やさない」
食品についた菌は、10度以下では増えに
くくなるので、調理加工中の食品は室温
に長時間放置せず、冷蔵庫に保管し、調理
後は早く食べましょう。

●食中毒の原因菌を「やっつける」
十分に加熱して食品内部の細菌を殺菌しま
しょう（中心温度75度で、１分以上の加熱が
必要）。また、調理器具は洗浄した後、熱湯
や塩素剤などで消毒することが大切です。

問合せ

▲

健康支援課

食中毒を予防しよう！

　幼稚園で“気軽に・楽しく・誰でも”遊べます。
会場園名 ７月 会場園名 ７月
袖ヶ浦西 ★ 4日㈬ 谷 津 12日㈭
新 栄 9日㈪ 実 花 ★13日㈮
秋 津 10日㈫ 香 澄 17日㈫
藤 崎 ★11日㈬
※★印はおもちゃ病院の同時開催日
※雨の日も開催　※駐車場なし
時間

▲

午前10時～11時30分
対象

▲

乳幼児とその家族　
持ち物

▲

上ばき・名札
問合せ

▲

こども保育課

子育てふれあい広場

日時

▲

７月31日㈫　午前10時～１時30分
会場

▲

谷津コミュニティセンター
対象

▲

市内在住の体調の良い妊婦さん（37週
未満）16名　※保育なし
費用

▲

500円
持ち物

▲

エプロン、三角きん、タオル
申込み

▲

７月20日㈮まで（土・日・祝日除く）
に企業局営業企画室　料理教室担当へ
　☎（475）3305

実践！マタニティクッキング教室（企業局主催）

広報習志野　2007.7.1

14


	p01
	p02-03
	p04-05
	p06-07
	p08-09
	p10-11
	p12-13
	p14



